
はじめに～安心して住み続けられるまちづくり～

概要版

人吉市まちなかグランドデザイン
推進アクションプラン

私たちが描くまちづくりのサイクル

見越したハード整備や仕組みづくりが重要です。アク
ションプランの中には、球磨川の恵みや人吉のまちの資
源のもとに、人々が憩い、楽しみ、豊かに過ごす将来の
まちなかでのシーンが、エリアごとに描かれています。

描かれた将来の姿は、行政だけで実現できるものでは
なく、これからのまちを担う民間のみなさんとさまざま
な取り組みや実験を経て実現できるものです。このアク
ションプランは、まさに今始まったばかり。これからの
取り組みによって内容も更新を重ねます。このアクショ
ンプランに、ぜひあなたのアイディアやありたい暮らし
の姿を重ねてみてください。

住み続けたい・行ってみたい・共に楽しみたいまちへ

アクションプランを通じた復興まちづくりで目指すの
は、暮らす人が「住み続けたい」と思える、市外の人が
「行ってみたい」と思える、そして誰もが「共に楽しみ
たい」と思えるまちになること。そのためには、暮らし
の満足度向上と観光地としての魅力向上の両輪が好循環

を生み出していくことが大切です。魅力あふれる人吉
球磨の個性を大切にし、最大限に活かすことで暮らし
となりわいが充実し、地域への再投資が生まれる。そ
こから育つのが、次世代の子ども達や内外の人吉ファ
ンが関わり続けたいと思える魅力あるまちの姿です。

暮らしの
満足度向上

観光地としての
魅力向上

周りに伝える
発信する

個性や魅力を
再発見し磨く

［目指す両輪サイクル］

日々の暮らしが
快適で豊かに！

選ばれる観光地に！

人吉市では、令和2年7月豪雨からの復旧・復興のた
め「人吉市復興まちづくり計画」に基づき、球磨川水
系流域治水プロジェクトと連動して、安心して住み続
けられるまちづくりを進めています。なかでも特に被
害が大きかった「まちなか」エリアを対象に、官（行
政）と民（民間）が連携してまちの将来の姿を具体化
し、実現するために多くの方々と対話を重ねて取りま
とめたのがこのアクションプランです。

地域の個を喪失せず人吉らしい姿でありながらも、
より豊かな未来をつくるためには、災害から元の姿に
戻すのみでなく、暮らしとなりわいの復興のその先を
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アクションプラン素案とりまとめ（令和6年11月）

担い手ワークショップ（令和7年1月・2月）合同意見交換会（令和6年12月）

アクションプラン策定（令和7年3月・現在）
次年度社会実験内容・主体・検証項目の方向性

行政 まちの人・事業者 専門家
・行政各課重点施策
・５エリア既存ビジョン
①青井エリア ②中心市街地エリア
③麓・老神エリア
④かわまちづくりエリア
⑤人吉駅エリア

民間事業者・市民のアイディア
（個別ヒアリングの実施）
・既存の活動、事業
・復興まちづくりに関する意見
・今後の将来像イメージやアイ
ディア、大切にしたいこと

各専門家のアイディア
（デザイン会議にて議論）
・公民連携の進め方
・回遊動線／拠点
・景観形成・夜間景観
・交通／モビリティ／駐車場
・情報発信

アイディア集約

アクションプラン策定まで

地域の人・専門家・行政の意見から具体案へ

まず最初に、まちなかグランドデザインに描かれて
いる行政のビジョンに、まちの人・事業者、専門家の
アイディアや想いを重ね合わせ、令和6年11月にアク
ションプラン素案をとりまとめました。その後、５エ
リア全体のまちの人との意見交換、今後自らやりたい

ことのある市民・事業者による担い手ワークショップ
を実施し、来年度社会実験で実施するアイディアをイ
メージしつつ、過程の議論を反映させて、令和7年3月
にアクションプランをとりまとめました。

事業者・専門家・行政等によ
るデザイン会議が、各拠点エリ
アを中心に具体的な将来像や事
業化検討等を行うタスクフォー
ス（TF）と連携して具体策を検
討し、意思決定組織である推進
会議へ提案を行う体制で進めて
いきます。
タスクフォースは現状エリア

やテーマに応じた12チームが各
種検討を進めています。今後、
その他のエリアやテーマのプロ
ジェクトが生まれたら、新規タ
スクフォースを立ち上げること
も想定しています。

まちなかフォーラム
にて共有(令和7年3月)

デ
ザ
イ
ン
会
議

アクションプラン素案を叩き台とし、人吉の豊かな未来を実現
するためのアイディアを出し合う時間として、高校生を含むさ
まざまな世代・エリアのまちの人・市内外の事業者など約130
人が集まり、意見交換を行いました。

まちの人・市内外の事業者が集まり、第1回目（1月）は自ら
実践したいアイディアを発表・共有。それらのアイディアを第
2回目（2月）やその後の打合せで議論・ブラッシュアップし
ました。約90人の活動・事業者の皆様の提案が集まりました。

まちづくり協議会
（令和7年2月）

出張窓口
（令和7年2月）

青井・中心市街地のまちづく
り協議会とアクションプラン
素案などについて議論を行い
ました。

2月3日～7日までまちなか出
張窓口を設け、アクションプ
ラン素案に関する対話を行い
ました。

反映
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景観形成の考え方

公共交通を強化・補完し、まちなか各所のアクティビティとモビリティの統合的サービスを図る
～市民生活の利便性と来街者の回遊性を高める「MaaS」(Mobility as a Service)の展開～

交通・駐車場・モビリティの考え方

Mobility Hub
(人吉IC)

Mobility Hub
(青井阿蘇神社)

Mobility Hub
(人吉駅)

Mobility Hub
(大橋北詰)

Mobility Hub
(HASSENBA)

Mobility Hub
(人吉城跡)

Mobility Hub
(人吉市役所)

Mobility Hub
(人吉医療センター)Mobility Hub

(くまりば)

◯モビリティハブの例(フランス・ボルドー)

駐車場・バス停・シェアサイクル・駐輪場・案内板
が整備されたモビリティハブの例

◯大橋の歩行者専用化イメージ(金沢市) ◯既存のシェアサイクルサービス
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■景観形成の６つの視点
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①市街地の主要動線と各エリアの視点
回遊を促す表通りと特徴的なエリア
や支川をつなぐ

③川通りの視点
川に開かれた街並み形成や川への
アクセス強化、川通りでのにぎわい創出

⑤通りの個性の視点
目抜き通りや飲食街としての通り、
歴史のある通りなどの個性を活かす

②川沿いの視点
橋梁間の特徴を活かした川沿いや
水辺の利用を促す

④街なかの森・未利用地の視点
既存の森と新たに整備する緑を連続
させ、未利用地の暫定的活用を促す

⑥素材の視点
人吉城跡を尊重した石積み護岸や
神社の趣を感じる石畳を使っていく

特徴的な「水・森・道」を活かした公共空間整備と民間利活用との連携によって、人吉らしい景観を形成

大
村
横
穴
群

人吉球磨の観光の起点となる人吉市街地は、九州縦貫
道の人吉IC・人吉球磨スマートICや肥薩線・くま川鉄道
によって広域交通ネットワークを形成し、球磨川を中心
とした水文化の拠点となっています。市内中心部は３つ

の橋が両岸を結び、 ２つの支川（山田川・胸川）と中州
（中川原公園）が作る地形によって、特徴的な景観や水辺
の使い方が生まれています。これらを眺め、巡る視点に
よって、人吉らしい風景を活かした景観形成を目指します。

①各交通モード間の乗り換えをスムーズに行うことができ
る「モビリティ・ハブ」を要所に整備し、自分のペース
でゆっくりとまちなかを回遊・体感できる交通インフラ
を形成します。

②自動運転やAI等の新技術を積極的に取り入れ、時代に

応じた交通システムへとアップデートします。

③来街者用の駐車場については、将来の需要を想定し、
新規確保を検討します。

④シェアサイクルについては、既存のリソースの有効活用
を前提としながら、公民連携による持続可能な運営方式
を検討します。

⑤まちなかの回遊動線を充実するため、道路舗装の美装化
や歩行空間・自転車通行空間の整備、シェアドスペース
等の採用によるクルマの速度低減等を図ります。
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夜間景観の考え方

重点各エリアの照明整備の方向性
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①散歩が楽しくなる道路空間の創出(建物からの漏れ光も含む)
②河川内遊歩道の夜間の安全安心の確保
③飛び石や橋は、眺めても渡っても心地よい
④紺屋町道路空間の夜間景観改善

①球磨川右岸からの最重要夜景エリアであるため「眺めて楽しむ」
エリア価値を創出する。

②橋梁・城跡石垣・中川原公園は重要な夜景ランドマーク
③中川原公園は夕刻から夜間にも静かな利活用が可能な明るさ感を確保

①「川に浮かぶ城」としての石垣の通年ライトアップの実施
②二の丸三の丸石垣のライトアップ及び、石垣を見えるように
するための樹木の伐採

③「眺める夜景の城」としての具体的なライトアップ実施

護岸のライトアップ
（水中照明）

護岸上道路からの
スポットライトポールによる投光

青井阿蘇神社
境内ライトアップ

鳥居・禊橋ライトアップ

にぎわい施設・漏れ光

広場照明
樹木ライトアップ

参道らしい和風の街灯

ベンチ下や小壁の
間接照明

神社周辺
らしい
オリジナル
道路照明鳥居

ライトアップ

蓮池の歴史を語る
水盤の水鏡

金刀比羅宮あかり演出

護岸のライトアップ
（対岸からの投光）

橋上道路照明
スポットライトポールによる投光

老神神社・

境内ライトアップ

（実装済み）

河川域・ライトアップ

人吉城石垣・隅櫓・多聞櫓ライトアップ
（水中照明）

樹木ライトアップ

芝生の明るさは
橋上のスポット
ライトポールより投光

剣先を照らす

手すり間接照明
※防災アラート機能付

橋上道路照明（下方配光）

ベンチ下間接照明
（水中照明）

樹木ライトアップ

石垣ライトアップ

樹木ライトアップ

①国宝青井阿蘇神社の品格と歴史的価値を感じさせる神社周辺を
含む夜間景観形成

②河川からの参道の視覚化と、エリアの安全安心の確保
③河川域の魅力的な夜間景観形成

ベンチ下照明街路照明
（下方配光）

手すり間接照明によって
道路及び高水敷遊歩道の
明るさを確保

護岸上道路からのスポットライトポールによる投光

桜ライトアップ
（民間）

高欄手すり
間接照明

樹木ライトアップ
手すり
間接照明

鍛冶屋町通りは
通りらしさを
創出する

445号と紺屋町通り
の照明を改善する

城見庭園は
おすすめの
ビュースポットに
磨き上げる

中川原公園は、
眺めて美しく、
夕刻にも行きたい
素敵な水辺にする

人吉城跡石垣は、
「一度は見たい城」
人吉を代表する夜景を
つくりこむ

隅櫓を眺められる
胸川河原はフォト
ジェニックに暗がりを払しょくする

３つの橋すべてが、
夜景ランドマークと
なっている！

参道水辺は
かっこいい
場所にする！

青井阿蘇神社の周辺
は、神社の風格に合
う環境に整える

SL見学を夜も
おすすめできる
ようにする

山田川水辺は
夜の散歩が楽しく
なるようにつくる

うぐいす温泉
周辺は夜景も
素敵な環境にするこのあたりから眺めた

球磨川夜景を磨く

人吉城
歴史館

中川原公園

永国寺

青井阿蘇神社

城見庭園HASSENBA
人吉鉄道

ミュージアム

人吉駅

人吉城跡公園

老神神社

人吉城跡
ふるさと
歴史の広場

まちのあかりは
上質で落ち着い
たものにしたい

省エネルギー
にも配慮する

川を中心とした
ランニングコースの
夜間の安全安心を実現

過ごして良し、眺めて良し、絵になる夜景が点在する、人吉の新たな夜時間の創出

※イメージはアイディアのたたき台です
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遊歩空間の照明整備
夜も心地よい居場所

誘客

安心

◆環境に配慮したあかり
◆省エネ

◆暗がりの払拭
◆防災減災照明 ◆快適な日常

主要街路の照明改善

住む人・営む人・観光客
のすべてに
●安全安心で

●まちの魅力が輝き

●めぐる楽しさがある

夜間景観をめざす

ビジョン

魅力の創出・発見 回遊性向上

◆愛着と誇りを感じる地域資源の磨き上げ

安全安心

◆一度は見たい夜景（来街動機）
◆忘れられない夜景（リピート）
◆人に伝えたい夜景（情報拡散）

人吉城跡・中川原と
球磨川水辺の絶景夜景づくり
文化資源の照明演出

◆ウォーカブルシティ/かわまち
◆歴史文化を灯すあかり
◆営みを伝えるあかり

愛着

安全
あかりによる
避難誘導サイン

◆別な夜の演出
（花火・あかりのイベント）



防災・緑の流域治水に寄与
（空き地の一部をグリーン
インフラとして維持管理）

・活用希望者マッチング

暫定活用
（店舗・滞留空間・農地等）

①敷地→雨庭（雨水浸透）
②道路・公園の公共施設の雨水浸透
③防災 緩衝帯・避難路の確保
④カーボンクレジットによる循環

人吉では、水害後、人口減少の流れもあり以前の
ようにすべての土地で再建が行われず、空き地とし
て残っている場所が多くみられます。水害前のよう
な密な状況を求めるのではなく、空き地がある疎な
状況であっても、周辺環境を悪化させない、豊かな
使われ方に変えていく工夫が求められます。そこで、
土地所有者と行政、民間の運営団体が連携して、空
き地に雑草が生い茂り放置された状況ではなく、暫
定的に子どもの遊び場、グリーンを配した駐車場、
期間限定店舗などの市民活用につなげていきます。

「人口減少への対応」と「エリア魅力向上」を
両立する、未利用地を「ストック→フロー化」、
エリア魅力に活用する仕組みづくり

人吉まちなかランドバンクの考え方

まちなか防災
グリーン
インフラ

暫定活用

まちなか
ランドバンク

まちの内外に届く「復興まちづくり」の情報発信

行政→民間事業者・市民へ共有 民間事業者・市民へ共有→参加と発信

市民

事業者

市内外の

メディア

観光

事業者

復興

まちづくり

計画・情報

発
信

地域の魅力の認知向上や
プレスネットワーク

の構築

復興まちづくり情報
のやさしい記事発信

復興まちづくり情報室
の開催

市民参加型の
連携発信

❶
❷

❹

❸

復興まちづくり情報を

共感と愛着につないで

情報の拡大と拡散を生む

「まちの発信力を向上するアクション」

情報発信の考え方

伝
え
る

知
る

持続的な地域経営に向けた仕組み

観光客
の満足

地域住民
関係人口
の共感・参画

働き手
の満足

観光戦略
づくり

不動産・
公共空間運営

事業環境
づくり

・地域事業者支援
・働く魅力づくり
・地域循環の促進

・不動産事業
（空物件活用）
・公共空間運営
（河川道路公園）
・事業者誘致
・駐車場運営

・戦略立案、事業推進
・エリアマーケティング
・対観光客情報発信
・コンテンツ企画

地域経営の３つの要素

「担い手」と「財源」の確保

持続的な地域経営に向け、地域住民・関係人口、観
光客、働き手のそれぞれの共感や満足度を高めるため、
以下の３つの要素に取り組みます。主体としては、関
係する既存組織の役割や対象エリア、各々の経営資源
を確認しつつ、必要に応じて新たな財源や担い手の検
討を行います。

地域の誇る「球磨川の景観」「まちの歴史と文化」を
維持し発展させていくために、既存の景観計画やガイド
ライン等との整合を図りつつ、以下のガイドライン策定
を検討します。

景観・歴史・文化を維持発展する景観ガイドライン検討

まちなかの情報を適切に伝え案内するための統一感ある
サインについて、以下のプロセスで計画、整備を行います。

まちなかの価値を伝えるサイン計画・整備

①まちなかの既存サインの現状／課題の把握
②課題等への対応、まちなかのサインに関する基本方針作成
③基本方針に基づき、配置計画、表示計画、意匠計画作成

①川への視線の抜け

例）
・川沿いに面した建物
の1階を川への視線
が抜けるように工夫

・眺望景観のルール

②川への視点場 ③街並み

例）
・眺望を確保、
引き立てる設え

・佇めるような設え

例）
・建物形状/素材/
ファサード

・照明/看板/色彩/
緑などの統一

夜間景観
ガイドライン

景観ガイドライン

民間 公共・民間 民間 公共

公共照明の設置に
関するルール

例）
・道路照明のルール
・広場/公園照明の考え方

復興まちづくりの情報を行政から民
間事業者や市民へ共有するため、情報
発信の基盤づくりに取り組みます。メ
ディア、事業者、市民へ共有すること
で情報の循環、参加の機会を促し、ま
ちの中の人、外の人へ情報が拡散され
る連携をつくります。
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人吉城
歴史館

中川原公園

永国寺
第一中学校

青井阿蘇神社

城見庭園

HASSENBA

人吉鉄道
ミュージアム

人吉駅

矢黒神社

人吉城跡公園

人吉高校

老神神社

くまりば

[拠点①]
青井阿蘇神社
＋球磨川

[拠点⑦]
人吉駅前＋SL [拠点④]

交流・
文化の場

[拠点⑥]
鍛冶屋町
通り

[拠点⑨]
人吉城跡周辺

[拠点⑩]
新町

[拠点⑧]
城見庭園＋

HASSENBA

歩行者優先の
ウォーカブルな
通りの整備

神社周辺の
石畳舗装の整備
（歩行者優先）

交流の拠点となる
公園・広場の整備

エリアの価値を向上させる
にぎわい施設の導入

神社と川をつなぐ
参道の整備

神社とつながる
新たな船着場の整備

川へのアクセス路
・視点場の整備

青井阿蘇神社

禊橋

人吉旅館

金刀比羅宮

国道445号

かつての蓮池を
活かした水景

歴史を尊重した
蓮池沿いの並木

老神神社

胸川

人吉城跡

中川原公園

大橋

球磨川

・青井阿蘇神社周辺では、歴史性を活かした石
畳を参道から球磨川まで連続させ、神社の森
と球磨川の水をつなぎます。

・中川原公園を回遊のハブ、日常の憩いの場と
するため、照明や滞留空間、樹木等を設置し、
球磨川を代表する水辺空間を演出します。

①青井阿蘇神社＋球磨川

②中川原公園＋大橋

週末やイベント時の
大橋の歩行者空間化

城～中川原へのアクセス
（イベント時等）

城～老神神社へのアクセス
（飛び石・階段改良）

城～川レベルへの
アクセス

下流部の
日常等利用

（木陰の存在）

リバーベースの設置
（利用者へのサービス

提供・視点場）

川沿い通路の
滞留スペース利用

川面に降りられる
スロープ

球磨川
くだり

球磨川の歴史や
環境に配慮した
石積み護岸既存トイレの活用

カヌー・ラフティング
などの乗降所

川沿い通路の
滞留スペース

利用

上流部の
イベント等利用

水遊び
エリア

・人吉球磨に残る数々の歴史的建造物の代表で
あり、人吉球磨地域住民の心の拠り所である
青井阿蘇神社と連携し、人吉球磨に点在する
歴史的建造物や相良三十三観音、日本遺産を
つなぐ拠点としての機能を強化します。

・青井阿蘇神社周辺は観光の拠点、その周辺エ
リアは地元の生活空間としての性格を持ちま
すが、国道445号では通りの一貫性を持った
基盤整備を行います。

川沿いを含む東西の数本の通りと南北の3橋を主要な回遊動線と
して位置づけ、通りごとの特徴を出し、10の拠点エリアを結びます。

：川上の歩行者
ネットワーク

：主要な回遊動線

：川下の歩行者
ネットワーク

：既存駐車場

：新規上下動線

：既存上下動線

：メインの車両
ネットワーク

：拠点

酒蔵・醸造所

観光資源

旅館

駐車場

その他宿泊施設

歴史資源

公園

小売店

飲食店

コミュニティ施設

10拠点エリアを結ぶ水陸の回遊動線
[凡例]

10拠点の活かし方と将来イメージ

飛び石で
山田川を渡る

自動車の主動線を
国道445号から
下林柳瀬線に
移行させる

青井阿蘇神社周辺
はエリア内で回遊
できるように

東西に走る
新町(土手馬場)を
回遊ネットワーク
として位置付ける

中川原公園を
回遊のハブにする

球磨川リバーフットパス
で球磨川をぐるっと

おさんぽ
(繊月大橋～HASSENBA)

飛び石で胸川を渡る
大橋から胸川沿いに
階段でアクセス

東西に走る
紺屋町通り・国道445号を
回遊ネットワークとして

位置付ける

中川原公園での
イベント時や週末
などに歩行者専用化

歴史館から
球磨川沿いに
階段でアクセス

[拠点③]
胸川

[拠点②]
中川原公園
＋大橋

人吉城跡
ふるさと
歴史の広場

山田川沿いを散策する
川の下に階段でアクセス

でき遊歩道で散策

[拠点⑤]
山田川
区画整理
(紺屋町)

南北に走る鍛冶屋町通り、
紺屋本町・十軒町通りを
回遊ネットワークとして

位置付ける

・エリア内の道路は歩行者を優先とした回遊動
線として高質化整備を行い、新たにできる広
場や公園では公民連携事業による市民・来訪
者の交流の拠点をつくります。

・球磨川右岸沿いの河川通路を沿道建物と連動
して心地よい滞留空間に変え、川や城跡を対
岸から見る・見られるの関係をつくります。

・日常利用を促進するため、公園利用者へ飲食
やアクティビティ用具のレンタル、各種情報
提供などのサービス提供を行うリバーベース
を設けます。

・階段や飛び石を設けることで城跡や胸川とつ
ながり、より川に近づきやすい環境をつくり
ます。

・大橋を週末・イベント時に歩行者専用化する
ことで、中川原公園との一体的な活用、周辺
との回遊強化を図ります。

※イメージはアイディアのたたき台です
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樹木の間引き など VR・ARを活用したサインの設置

ライトアップに向けた川沿いの草刈りの実施
船着き場の復元の検討 など

ライトアップ
樹木の間引き

日常利用を基本としながら
イベント利用のニーズ把握 など

水際の
草刈り
の実施

市道の廃止

キャンプ場等の検討

階段設置

櫓活用人吉城
歴史館

人吉城跡公園

人吉城跡
ふるさと歴史の広場

利活用検討

④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺）

⑤山田川・区画整理(紺屋町) ⑥鍛冶屋町通り

⑦人吉駅前＋SL ⑧城見庭園＋HASSENBA

⑨人吉城跡周辺 ⑩新町

③胸川

・市民の日常の居場所に、また来街者の人吉球磨エリアの体験
の入口となる場所をつくります。また点在する未利用地を活
用して、緑化や暫定活用を行うことにより、まちなかの価値
を維持し将来の投資につなげます。

胸川を渡る
飛び石の設置

穏やかな流れを活かした
SUPなどの利用

水辺に下りやすい
階段の設置

球磨川の流れを活かした
カヌーなどのアクティビティ

人吉城跡とつながる
アクセス路の設置

川と触れ合う
防災イベントなどの実施

人吉城跡

胸川

球磨川
中川原公園

水の手橋
公共空間活用により、誘発された民間事業

復興未来の杜エリア
を表徴する
森と原っぱ

緑豊かなまちなか散策路

球磨川

中川原公園
山田川を渡る
飛び石の設置

出町橋

川への
階段の設置

球磨川の歴史や
環境に配慮した
石積み護岸

歩行者優先で飲食などもできる
道路のシェアドスペース化

川通りの
にぎわいをつくる
沿道店舗との連携

芳野旅館

まちなかの森を
つなぐ

官民での植栽

水際を歩ける
散策路の設置

川沿いの柵を使った
飲食の利用

休憩・交流の場となる
小広場

街なかを巡る
パーソナルモビリティ

街なかを紹介する
観光ガイド

鍛冶屋町通り

人吉駅と人吉鉄道ミュージアム
をつなぐ歩行者空間

観光の目玉となる
SL人吉の設置 SL人吉格納庫の設置

青井阿蘇神社や周辺との
接続・調和を図る
ランドスケープ

人吉駅

街から水際への
誘導動線

城見櫓
（眺望テーブル・屋根設置）
川沿いの柵を使った飲食の利用

球磨川を眺める
張り出しデッキ

庭園デッキ

石垣ベンチ

艇庫

城見庭園

球磨川

HASSENBA

地域の交流の場となる
球磨川デッキ

西側の樹木
は撤去し
城見櫓への
動線を確保

堤温泉

民有地と連携した
一体的な舗装

繊月酒造

人吉城跡

街並み景観形成

街なかを巡る
パーソナルモビリティ

・胸川下流付近を「川遊びの拠点」として川と触れ合い様々な
水辺の活動ができる親水空間をつくります。

・飛び石や城跡からのアクセス路、階段等を設置して球磨川上
下流のアクセス性向上と水辺の活動を促します。

・山田川護岸整備に伴い、まちと水辺をつなぐ階段やスロープを
新たに設け、川へのアクセス性を向上させます。

・川沿いは歩車共存のシェアドスペースとすることで、歩きやす
く、川を眺められる場所とします。

・住民協定により守られてきた街並みを今後も維持し、道路
は破損した石畳舗装の修復を行います。

・町人地の趣やなりわい、ウンスンカルタやお茶、味噌蔵な
どの文化的な営みを活かしたまちづくりを進めます。

・SL人吉の動態展示を契機として、くま川鉄道や沿線全体の活
性化の起爆剤になるような取り組みを進めます。

・将来の肥薩線の復旧も見据え、駅舎・駅前広場・SL・鉄道
ﾐｭｰｼﾞｱﾑ・大村横穴群など、駅周辺を一体的に再編成します。

・周辺住民やカヌー部高校生などによる地域活動や交流が生
まれ、HASSENBAともつながる場所とします。

・川沿いをテラス化して、人吉城跡や球磨川の眺望スポット
をつくります。

・歴史的雰囲気とより深い歴史文化が体感でき、球磨川両岸を
つなぐ市内への回遊性を高める地域となることを目指します。

・「人吉城歴史館」が結節点となり、観光客と市民をつなぐ役
割を果たすような取り組みを進めます。

歩きやすい
通り

・城跡へのメインストリートである通りの歩行空間や照明を改
良し、生活者が歩きやすくまちあるきが楽しい通りとします。

・「球磨川左岸の観光まちあるきの拠点」と位置づけ、観光客
も移動しやすい通りを創出します。

街並み景観の保全

大村
横穴群
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令和7年3月人吉市 [問合せ先] 人吉市復興政策部復興支援課 代表 0966-22-2111

社会実験を通じた「つかう」主体と進めるまちづくり

アイディアを
実現できる場所へ

稼げる事業へ 官民連携・民間主体
の運営体制の構築

やってみたいを
かなえる

【まちを開く】

収益をあげて
事業化する

【稼ぐ】

価値を高める
運営体制を
つくる

【持続運営】

社会実験とは、小さく期間限定で、アクション
プランの目指す将来像を事前に皆で体験し、そこ
で得た知見や世間の評価から、地域のコンセンサ
スづくりや今後の投資・活動主体の参画につなげ
ていく、地域の新たな関係性や共感をつくる手法
です。
生活者自ら、こんな日常の暮らしがあるといい

なという想いを再確認する機会、事業者としては
ファンを増やし稼ぐ事業として継続できるかを試
す機会でもあります。机上の企画書では伝わらな
い、現場の臨場感や将来の夢を共通体験できる場
です。
この検証結果をもとに、地域の個性や魅力を活

かした事業・活動の主体や内容、河川・公園・道
路などの公共空間の豊かな使い方や空間デザイン、
交通計画、制度設計などに活かしていきます。

「つかう目線」を先行させる進め方
社会実験を活用して、将来の「つかう」主体の

方々と当初から進めていくのが、今回のアクショ
ンプランの大きな特徴です。
左図：従来のプロセスは、「つくる」側の行政

や開発者がビジョンづくりからハード整備を行い、
その後に商業者や居住者が運営するのが主流でし
た。人口が拡大しハードをつくれば使う人がいた
時代の手法です。しかし現在では、使われない、
管理不能な施設や場所が増え、これではうまく進
みません。
右図：エリア価値を将来にわたり維持向上する

には、事業や活動を行う「つかう」側の運営主体
の役割が重要です。その主体がビジョンづくりや
社会実験の検証に当初から関わることで、官民で
ビジョンの共有ができ、社会実験の検証により事
業性や地域のコンセンサスを確認したものを実現
できます。

社会実験を活用して、将来の継続事業・活動や空間デザインに反映する

社会実験

自らの
アイディアを
実現したい！

まちづくり・社会実験へのさまざまな関わり方
復興まちづくりや次年度以降の社会実験には、

さまざまな関わり方があります。例えば、自ら社
会実験を企画・運営する、まずは社会実験に来場
して楽しむ、まちなかを普段使いして散歩したり
くつろいだりする、まちの情報をSNSなどで自ら
発信する、などです。
どんな関わり方でも結構ですので、ぜひ多くの

方に関わり、この取組みを通じてまちなかのお気
に入りを見つけたり、自らまちを使いこなしてほ
しいです。まちを楽しむ人たちが集まっています
ので、ご興味ある方、ご参加したい方はぜひご連
絡ください！

社会実験を
企画・運営する
（担い手）

社会実験に参加する
（来場者）

人吉のまちなかに
訪れて楽しむ

社会実験を
楽しみたい！

まちなかで
くつろぎたい！

まちの
情報発信を
したい！

まちづくりの動き
をSNSで発信する

復興まちづくりや社会実験に
参加されたい方への募集情報、
開催情報は、公式note／X／
Instagramにて随時ご覧いた
だけます。

リンクまとめ
ページ
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